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由化は、二〇〇九年五月に署名された「航空貨物輸送 完全自由化に関する多国間協定」 （ＭＡＦＬＡＦＳ） 、 「航空サービスに関す多国間協定」 （ＭＡＡＳ） 、により成文化された。さらに、ＭＡＡＳの枠を超えて航空旅客輸送を自由化するために、 「国際空港を有するすべての地点」 の第三、第四第五の自由を開放するための「航空旅客輸送の完全自由 に関する多国間協定」 （ＭＡＦＬＰＡＳ）が二〇一〇年一一月に締結された。　
多国間航空自由化の先行事例で
あるヨーロッパ単一航空市場では、第七、第八、第九の自由までが開放されたが、ＡＳＥＡＮではそこまでの自由化はこれまで ところ検討されていない。すなわち、ＡＳＥＡＮにおいては、加盟国間を結ぶ国際線市場 みが自由化対象とされており、国内線市場の開放には踏み切ってはいない。この背景には、ＡＳＥＡＮ諸 の多様性がある。国内線を持たな シンガ
08_特集.indd   24 16/09/07   13:06
25 アジ研ワールド・トレンド No.252（2016. 10）
ポールとブルネイにとっては、ＡＳＥＡＮ加盟国の国内線市場の自
由化は市場機会を得るだけである。他方、ＡＳＥＡＮ最大の国内線市場を持つインドネシアにとっては、自国に不利な、片務的な自由化となってしまう。ＡＳＥＡＮの多様性に起因するこのような状況は、航空自由化に臨む各国の姿勢、より具体的 は航空自由化協定および附属文書の批准 要する時間に影響を及ぼすことが想定されていた。そのため、ＲＩＡＴＳ協定はいずれも 「ＡＳＥＡＮマイナスＸ」方式を採用し、発効要件を示す条項（最終規定）において「三カ国目が批准書 預託者であるＡＳＥＡＮ事務総長に預託した日に、既批准国間のみにお て発効する」と規定している。準備が整っ 国から順次自由化を実現していくというこの柔軟な姿勢は、航空産業の発展度合い、市場規模、航空行政の習熟度など様々 面で大きな差が残るＡＳＥＡＮにおい は必然的な選択であったと えよう。　
二〇〇七年一一月の第一三回Ａ





ＴＭは「ＡＳＥＡＮ単一航空市場の実施枠組み」を採択し、ＡＳＡＭの概要および実施に向けた工程表を成文化した。同実施枠組みは、ＡＳＥＡＮ 経済発展と市場統合を加速するため、そして北東アジア、南アジア、オセアニアの結節点にあるという地理的な優位性を活用するためにも、航空市場統合が極めて重要であるとの認識を確認し、四五の具体的措置を実施年限とともに示してい 。そのうち一三措置は二〇一二年ま 、一九措置は二〇一五年まで、残りはれ以降に実施することとされている。ＡＥＣと同様、ＡＳＡＭ構築においても、二〇一五年をひ つの大きな区切りと位置づけながら、それ以降も続くプロセスであとが明示されて る、といえる。ＡＳＡＭはＲＩＡＴＳを内包す非常に包括的な枠組みである（表１） 。ＲＩ ＴＳ市場参入の自由化を中核として、航空会社の所有と支配、運賃などについて必要項目を定めてきた。ＡＳＡＭは、
その他の経済要素として、航空関連サービス産業の自由化、競争法と補助金、消費者保護、紛争解決、周辺国との航空協定などを含み、より密接にＡＥＣに組み込まれている。また、航空安全、航空安全保障、航空輸送管理などの技術要素が含まれたことも大きな進展である。さらに、ＲＩＡＴＳ協定関しても、さらなる自由化や「ＡＳＥＡＮ共同体航空会社」 いう概念を検討す といった点が明記されている点は特筆すべきであろう。　
実施メカニズムとしては、交通


















⑥競争法と補助金 全産業を対象とした ASEAN の取り組みに従う。
⑦消費者保護 全産業を対象とした ASEAN の取り組みに従う。
⑧空港使用料 国際民間航空機関（ICAO）の原則・指針に沿って構築。














EU の「欧州単一航空市場航空運航管理調査プログラム」（Single European Sky Air Traffic Management Research Programme: SESAR）、アメリカ連邦
航空局の「次世代航空輸送システム」（Next Generation Air Transportation System: NextGen）、およびその他地域の取り組みを調査する。
航空輸送管理調和化マスタープランのあり方を検討。
（出所）筆者作成。
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がもっとも積極的であり、タイ、マレーシアなどの域内先進国がそれに続く。反対にもっとも消極的なのが最大の国内航空市場を有す
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附２ ASEAN域内の全ての国際空港間の無制限の第3、第4、第5の自由
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（出所）ASEAN 事務局資料（ASEAN Transport Instruments and Status of Ratification: Air Transport, As of 12 April 2016）に基づき筆者作成。
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Ｎ市場重視を内外に強く訴えることができること、などである。　
韓国との航空協定に関しては、
第五の自由までを見据えて交渉が開始されたが、具体的な進展にはつながっていない模様である。とくに、ＡＳＥＡＮ側 求め 以遠権に韓国が難色を示していることが交渉難航の一因となって る。　
インドとの航空協定については、


















市場参入権の自由化であ 、それを実現するメカニズムがＲＩＡＴＳ協定である。二〇一六年四月までにその批准も完了し、また、ＡＥＣのなかでサービス自由 の一環として進められてきた航空関連サービスの自由化も一定の進展をみせている。とはいえ、自由化の範囲や制度構築 遅れなどにより、二〇一五年末時点のＡＳＡＭが不完全なものであるこ は否定できない。しかし、制度的な自由化が不完全であるにもかかわらず、民間企業の経済活動が先行している事例をみることもできる。たとえば、ＡＳＡＭ 対象が第五 自由までに限定されているにも かわ













 梅﨑創「ＡＳＥＡＮの航空自由化とエアアジアの戦略」 （ 『アジ研ワールド・トレンド』№二四二、二〇一五年一二月） 。
特集：ASEAN 単一航空市場
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